




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：１4 １／１

平成２３年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

1 第7.2.(5).2 標準仕様書見直しによるシステムの対応
（認知届）

１．データ編集表
・ ｢届出人資格１｣の備考欄の解釈が分かりづらいので、修 040

2.データ編集表 044
・ 身分事項　被認知者編集 2/2

証書提出者の備考の編集内容を修正

3.データ編集表 046
・ 身分事項　認知者編集 2/2

証書提出者の備考の編集内容を修正

 30347-3



















































































版 頁

コード 出力形態

変換有無

(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ) Ｚ９．，

中間ファイル 届出人資格区分１ 中間ファイル 届出人資格１

（仮受付） （届書）

　　［受付］

届出人資格名称１ 有

届出人資格１名称

届出人氏名１ 届出人氏名１

漢字氏名（認知者）

漢字氏名（被認知者）

漢字氏名（母）

届出人資格区分２ 届出人資格２

届出人資格名称２ 届出人資格２ 有

届出人資格２名称

届出人氏名２ 届出人氏名２

漢字氏名（母）

届後本籍区分

届後本籍コード

届後本籍

届後戸籍の筆頭者

送達確認１

証書提出区分

届書送付目録区分

処分区分 処分区分

決裁区分 決裁区分

0
4
0

記　号　名

平成　６年１２月　１日

備　　　　　　　　考ＤＢ・ファイル名

処　　　理　　　名

画面名称

ＤＢ・ファイル名

画面名称名　　　　　　　　称

項　　　　　　　　　　　　目

（　４　）

引　　　　　　　　　　渡　　　　　　　　　　側

（受取側）　中間ファイル（仮受付）　受付　　　　　　　　　　　　　←　　　（引渡側）中間ファイル（届書）

作　　成　　者

システム化調査研究会 12／20

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

平成23年　３月  １日 14

名　　　　　　　　称

項　　　　　　　　　　　　目

デ　ー　タ　編　集　表
作　　　　業　　　　名

入力確認（認知届）

記　号　名

受　　　　　　　　　　取　　　　　　　　　　側

4.0 中間ファイル（仮受付） 編集　２／３

第　２
３

　　届出人資格１≠１,１０５かつ
　　 　届出人氏名１＝裁判申立人
　　　　　　　　ならば１０２を移送
 　　　届出人氏名１≠裁判申立人
　　　　　ならば届出人資格１を移送
　（届出人資格１＝１７かつ
　  届出人氏名１に入力がない場合は、
　漢字氏名（母）で処理)

 (認知種別=１かつ届出人資格１＝１,１０５)
 　　　　　　　　　　　　　　　　　以外の時、移送する
認知種別=２かつ届出人氏名１=スペースかつ
届出人資格１=１の時、漢字氏名（認知者）を移送

 認知種別=２かつ 届出人資格1=１０５の時、
漢字氏名（被認知者）を移送

 届出人氏名１=ｽﾍﾟｰｽかつ届出人資格１=１７の時、
 漢字氏名 （母） を移送する(届出人氏名1は必須ではない為)

 認知種別=２かつ届出人資格２≠ｽﾍﾟｰｽの場合に、
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　移送する
 （届出人資格区分１に１０２を移送した場合は、
   届出人資格区分・名称２にも１０２を移送する）
 　届出人資格２=９９の時、届出人資格名称2を移送

　届出人氏名２=ｽﾍﾟｰｽかつ届出人資格名称2=１７の時は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 漢字氏名（母）を移送

　上記、届出人資格区分１に移送した
　コード変換して移送する

　届出人資格１=９９の時、移送

　ファイル仕様書参照

　０を移送

　認知成立日≠０の時、１を移送
　上記以外の時、０を移送

　　届出人資格１≠１,１０５かつ
　　 　届出人氏名１＝裁判申立人
　　　　　　　　ならば１０２を移送
 　　　届出人氏名１≠裁判申立人
　　　　　ならば届出人資格１を移送
　（届出人資格１＝１７かつ
　  届出人氏名１に入力がない場合は、
　漢字氏名（母）で処理)

 (認知種別=１かつ届出人資格１＝１,１０５)
 　　　　　　　　　　　　　　　　　以外の時、移送する
認知種別=２かつ届出人氏名１=スペースかつ
届出人資格１=１の時、漢字氏名（認知者）を移送

 認知種別=２かつ 届出人資格1=１０５の時、
漢字氏名（被認知者）を移送

 届出人氏名１=ｽﾍﾟｰｽかつ届出人資格１=１７の時、
 漢字氏名 （母） を移送する(届出人氏名1は必須ではない為)

 認知種別=２かつ届出人資格２≠ｽﾍﾟｰｽの場合に、
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　移送する
 （届出人資格区分１に１０２を移送した場合は、
   届出人資格区分・名称２にも１０２を移送する）
 　届出人資格２=９９の時、届出人資格名称2を移送

　届出人氏名２=ｽﾍﾟｰｽかつ届出人資格名称2=１７の時は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 漢字氏名（母）を移送

　上記、届出人資格区分１に移送した
　コード変換して移送する

　届出人資格１=９９の時、移送

　ファイル仕様書参照

　０を移送

　認知成立日≠０の時、１を移送
　上記以外の時、０を移送

30
38
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版 頁

コード 出力形態

変換有無

(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ) Ｚ９．，

中間ファイル 届出人（資格１） 中間ファイル 届出人資格１ 認知種別＝２かつ

（仮戸籍） （届書） 届出人資格１≠１０５の時，移送

身分事項 届出人（資格１名称） 届出人資格１ 有 認知種別＝２かつ

届出人資格１≠１０５の時，移送

届出人資格１名称 認知種別＝２かつ

届出人資格１＝９９の時，移送

届出人（氏名１） 届出人氏名１

届出人（資格２） 届出人資格２ 認知種別＝２の時，移送

届出人（資格２名称） 届出人資格２ 有 認知種別＝２の時，移送

届出人資格２名称 認知種別＝２かつ

届出人資格２＝９９の時，移送

届出人（氏名２） 届出人氏名２

証書提出者資格 届出人資格１ 認知成立日≠０の時，移送

証書提出者資格名称 届出人資格１ 有

届出人資格１名称

証書提出者氏名 届出人氏名１

送付を受けた日 送付日 送付日≠０の時，移送

受理者 発送元 送付日≠０の時，移送

関連事項訂正 訂正後続柄≠０の時，

‘父母との続柄’と編集し移送

従前の記録 訂正後続柄≠０の時，移送

父母との続柄

記録日 処理日 処理日≠０の時，移送

０
４

４

平成 ６ 年１２月 １ 日

備　　　　　　　　考

認知種別＝２かつ
届出人資格１＝１９，２０，９９
　　　　　　　　　　の時，移送

認知種別＝２かつ
届出人資格２＝１９，２０，９９

　　　　　　　　　の時，移送

訂正前の続柄を移送する

記　号　名

認知成立日≠０かつ
届出人資格１≠99，105 の時，
届出人資格１を移送

認知成立日≠０かつ
届出人資格1＝99の時，
届出人資格名称１を移送

ＤＢ・ファイル名

処　　　理　　　名

画面名称

ＤＢ・ファイル名

画面名称名　　　　　　　　称

項　　　　　　　　　　　　目

（　４　）

引　　　　　　　　　　渡　　　　　　　　　　側

（受取側）　中間ファイル（仮戸籍）／身分事項　　　　　　　　　　←　　　（引渡側）中間ファイル（届書）

作　　成　　者

システム化調査研究会 １６／２０

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

平成２3年　3月　１日 14

名　　　　　　　　称

項　　　　　　　　　　　　目

デ　ー　タ　編　集　表
作　　　　業　　　　名

入力確認（認知届）

記　号　名

受　　　　　　　　　　取　　　　　　　　　　側

5.2　身分事項　被認知者編集　2/2

第　２
３

30
39

2





版 頁

コード 出力形態

変換有無

(ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ) Ｚ９．，

中間ファイル 証書提出日 中間ファイル 証書提出日 認知成立日≠０の時，移送

（仮戸籍） 届出人（資格１） （届書） 届出人資格１ 認知種別＝２かつ

身分事項 届出人資格１≠１,１０５の時，移送

届出人（資格１名称） 届出人資格１ 有 認知種別＝２かつ

届出人資格１≠１,１０５の時，移送

届出人資格１名称 認知種別＝２かつ

届出人資格１＝９９の時，移送

届出人（氏名１） 届出人氏名１

届出人（資格２） 届出人資格２ 認知種別＝２の時，移送

届出人（資格２名称） 届出人資格２ 有 認知種別＝２の時，移送

届出人資格２名称 認知種別＝２かつ

届出人資格２＝９９の時，移送

届出人（氏名２） 届出人氏名２

証書提出者資格 届出人資格１

証書提出者資格名称 届出人資格１ 有

届出人資格１名称

証書提出者氏名 届出人氏名１

送付を受けた日 送付日 送付日≠０の時，移送

受理者 発送元 送付日≠０の時，移送

記録日 処理日 処理日≠０の時，移送

※データ編集表（5.2、6.1～6.2 身分事項編集）の仮戸籍.身分事項は、ノーマル時の項目のみを記述している。

名　　　　　　　　称

項　　　　　　　　　　　　目

デ　ー　タ　編　集　表
作　　　　業　　　　名

入力確認（認知届）

記　号　名

受　　　　　　　　　　取　　　　　　　　　　側

6.1　身分事項　認知者編集　2/2

第　２
３

（　４　）

引　　　　　　　　　　渡　　　　　　　　　　側

（受取側）　中間ファイル（仮戸籍）／身分事項　　　　　　　　　　←　　　（引渡側）中間ファイル（届書）

作　　成　　者

システム化調査研究会 １８／２０

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

平成２3年　３月　１日 14

ＤＢ・ファイル名

処　　　理　　　名

画面名称

ＤＢ・ファイル名

画面名称名　　　　　　　　称

項　　　　　　　　　　　　目

０
４

６

認知種別＝２かつ
届出人資格２＝１９，２０，９９

　　　　　　　　　の時，移送

記　号　名

認知成立日≠０かつ
届出人資格１≠１の時，移送

認知成立日≠０かつ
届出人資格１≠１、９９の時，
届出人資格１を移送
認知成立日≠０かつ
届出人資格１＝９９の時，
届出人資格１名称を移送

平成 ６ 年１２月 １ 日

備　　　　　　　　考

認知種別＝２かつ
届出人資格１＝１９，２０，９９

　　　　　　　　 １０５の時，移送

30
39
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標 準 仕 様 書 修 正 履 歴
版数：１4．０ １／１

平成２３年３月

項番 業務（届書）名 修      正      内      容 ページ 添付資料NO

１ 第7．2．(5)．3 標準仕様書修正
（養子縁組届）

１． 要件定義ワークシート
（縁組７２）

養子縁組（第11版）における「共同親権の記録」 037
メッセージ追加について 038

第11版で「離婚後再婚した父（母）の配偶者と養子縁組
したことによる共同親権記録」のメッセージを追加した。
死別後再婚の場合でもメッセージが表示されるため
メッセージを変更して欲しい。
（修正前）
「養親の配偶者が養子の親権者ですか？」
（修正後）
「養子に単独親権の記録がありますか？」

２． 要件定義ワークシート
（縁組７５）

同一戸籍縁組区分＝０（その他）で、同一戸籍を 029
選択してもチェックが掛からない。 029-1
確認のための審査を追加する

３． 要件定義ワークシート
（縁組７７）

連れ子縁組で養子が１５歳未満の場合、「養父の配偶者 042
の同意書がありますか」のメッセージにNOと応答すると 045
不受理となる。 050
養父の配偶者が代諾者の場合は同意は不要である。 053
そのため、メッセージを変更する。
（修正前）
「養父の配偶者の同意書がありますか。」
「養母の配偶者の同意書がありますか。」
（修正後）
「養父の配偶者の同意書がありますか？
　又は養父の配偶者が縁組の代諾者ですか？」
「養母の配偶者の同意書がありますか？
　又は養母の配偶者が縁組の代諾者ですか？」

４． 要件定義ワークシート
（縁組７８）

養子縁組届P.74(67)の処理で、新戸籍編製がない場合 073
（外国人養父母との縁組）にも、配偶者の身分事項編製
（除籍）が処理されるように読めます。なおマトリックスでは、
該当パターンに[6.2]の記述はありません。
そのため、新戸籍編製が無い場合は、(67)の処理を
行わないよう、チェックを追加する。

 30408-2



























































版 頁

(26)確認メッセージ(YES,NO) (27)本紙へ

「平和条約発効に該当する国ですか。」を表示

(28)エラーメッセージ

「審査結果入力で処理して下さい。」を表示

(29)　→　(30)ヘ ／

(30)養親かつ養子の生死区分が０：生存である(YES,NO) ／

(31)　→　(33-1)ヘ ／

(32)エラーメッセージ (33)本紙へ

「死亡者がいるので縁組はできません。」を表示

(33-1)縁組成立日≠スペースである(YES,NO) ／ 戸41

(33-2)確認メッセージ(YES,NO) 「外国の方式により縁組が成立した旨の証書又は (33-3)本紙へ

証明書の添付がありますか」を表示

ＹＥＳ (33-4)確認メッセージ(YES,NO)

「外国人のみからの証書提出ですか」を表示

ＹＥＳ (33-4-1)エラーメッセージ

「審査結果入力で処理して下さい。」を表示

ＮＯ (33-4-2)縁組成立日＋３箇月　＞　受領日(YES,NO) ／ 戸41,戸43,大4.1.14

ＹＥＳ (33-4-3)　→　(34) ／

ＮＯ (33-4-4)確認メッセージ(YES,NO) (33-4-5)本紙へ 戸規65

「届出期間を過ぎていますがよろしいですか」を表示

ＹＥＳ (33-4-6)　→　(33-8) ／

ＮＯ (33-4-7)　→　 (33-4-8)本紙へ 不受理

ＮＯ (33-5)　→ (33-6)本紙へ 不受理

(33-7)　→　(33-8) ／

(33-8) 同一縁組区分＝０（その他）　かつ　養子縁組区分＝１～６　である (YES,NO) ／

ＹＥＳ (33-9) 縁組形態区分＝１～３である (YES,NO) ／

ＹＥＳ (33-10) 養子は日本人である (YES,NO)

０
２

９

ＹＥＳ

14 29/68
（　３　）

処　　　理　　　名 根　拠　法　令　（マニュアル処理）３．０　養子国籍処理ルーチン　（２／４）

ＮＯ

ＮＯ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

平成　６年１２月　１日

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

平成２３年　３月　１日
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者

３
審査（養子縁組届） システム化調査研究会

第　２

30
43

7



版 頁

ＹＥＳ (33-11) （養子の本・国籍＝養父の本・国籍　かつ　　 ／

　　　　　　養子の筆頭者氏名＝養父の筆頭者氏名）　または

　　　　　　（養子の本・国籍＝養母の本・国籍　かつ

　　　　　　養子の筆頭者氏名＝養母の筆頭者氏名）　である (YES,NO)

ＹＥＳ (33-12) 確認メッセージ(YES,NO) (33-13) 本紙へ

　　　　「同一戸籍内縁組ではありませんね？」を表示

ＹＥＳ (33-14) → (34) ／

ＮＯ (33-15) → (33-16) 本紙へ

ＮＯ (33-17) → (34) ／

ＮＯ

ＮＯ (33-18) 養女は日本人である (YES,NO)

ＹＥＳ (33-19) （養女の本・国籍＝養父の本・国籍　かつ　　 ／

　　　　　　養女の筆頭者氏名＝養父の筆頭者氏名）　または

　　　　　　（養女の本・国籍＝養母の本・国籍　かつ

　　　　　　養女の筆頭者氏名＝養母の筆頭者氏名）　である (YES,NO)

ＹＥＳ (33-20) 確認メッセージ(YES,NO) (33-21) 本紙へ

　　　　「同一戸籍内縁組ではありませんね？」を表示

ＹＥＳ (33-22) → (34) ／

ＮＯ (33-23) → (33-24) 本紙へ

ＮＯ (33-25) → (34) ／

ＮＯ

(33-26)　→　(34) ／

(34)養子に入力がある(YES,NO) ／

(35)　→　(37-1) ／

(36)　→ (37)3.0.1養女国籍処理へ

(37-1)  養子の本・国籍＝本籍(日本人)である (YES,NO) ／

(37-2) 養子の父氏名＝スペース  又は  養子の母氏名＝スペース  (YES,NO) ／

ＹＥＳ (37-3) 確認メッセージ  (YES,NO) ／

「父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね？」

ＹＥＳ (37-4) → (38) ／

０
２

９
－

１

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

平成　６年１２月　１日 平成２３年　３月　１日

第　２
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名 作　　成　　者

３
（　３　）

処　　　理　　　名 ３．０　養子国籍処理ルーチン　（２－１／４） 根　拠　法　令　（マニュアル処理）

審査（養子縁組届） システム化調査研究会 14 29-1/68

ＮＯ

ＹＥＳ

Ｎｏ

ＹＥＳ

30
43
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版 頁

(1) 縁組形態区分＝１又は２である（養親１人との縁組） ／

(2) 養子は２０歳未満である(YES,NO) ／

ＹＥＳ (3) 同一戸籍内縁組である(YES,NO) ／

ＹＥＳ (4) 養子は本籍人である(YES,NO) ／

ＹＥＳ (5) 確認メッセージ(YES,NO) (6)本紙へ

「養子に単独親権の記録がありますか？」を表示

ＹＥＳ (7)メッセージ (8)本紙へ

「養子に共同親権の記録をして下さい。」を表示

ＮＯ (9)　→　(10)へ

ＮＯ

ＮＯ

ＮＯ ／

(１0)養子は婚姻している(YES,NO) ／

（１０－１）  配偶者外国人区分＝０:日本人 (YES,NO) ／

ＹＥＳ (１０－２) 配偶者父氏名＝スペース  又は  配偶者母氏名＝スペース  (YES,NO) ／

ＹＥＳ （１０－３） 確認メッセージ  (YES,NO) ／

「父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね？」

ＹＥＳ （１０－４） → （１１） ／

NO （１０－５） (１０－６) 本紙へ 不受理

ＮＯ （１０－７） 配偶者父母との続柄＝３０(女)である (YES,NO) ／

ＹＥＳ （１０－８） 確認メッセージ  (YES,NO)

　　　　　　「父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が ／

　　　　　　 男又は女ですが間違いはありませんね？」

ＹＥＳ （１０－９） → （１１） ／

NO （１０－１０） (１０－１１) 本紙へ 不受理

NO （１０－１２） → （１１） ／

ＮＯ （１０－１３） → （１１） ／

(11)縁組形態区分＝１３でかつ、養子と養母は外国人である(YES,NO) ／

ＹＥＳ (12)養子養親判定へ [3.4] ／

14

処　　　理　　　名 ３．３　養子審査ルーチン　（１／１）

（　３　）
要件定義ワークシート

作　　成　　日　　付

０
３

７

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

改　　訂　　日　付

平成２３年　３月　１日

根　拠　法　令　（マニュアル処理）

37/68

第　２ 作　　　　業　　　　名

審査（養子縁組届） 平成　６年１２月　１日

作　　成　　者

システム化調査研究会
３

平成１９年３月１日

成年後見法対応で、削除した(1)～(9)を
第１１版対応で(1)～(9)の数字を再利用。
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版 頁

(1) 縁組形態区分＝４又は５である（養親１人との縁組） ／

(2) 養女は２０歳未満である(YES,NO) ／

ＹＥＳ (3) 同一戸籍内縁組である(YES,NO) ／

ＹＥＳ (4) 養女は本籍人である(YES,NO) ／

ＹＥＳ (5) 確認メッセージ(YES,NO) (6)本紙へ

「養子に単独親権の記録がありますか？」を表示

ＹＥＳ (7)メッセージ (8)本紙へ

「養子に共同親権の記録をして下さい。」を表示

ＮＯ (9)　→　(10)へ

ＮＯ

ＮＯ

ＮＯ ／

(１0)養女は婚姻している(YES,NO) ／

（１０－１）  配偶者外国人区分＝０:日本人 (YES,NO) ／

ＹＥＳ (１０－２) 配偶者父氏名＝スペース  又は  配偶者母氏名＝スペース  (YES,NO) ／

ＹＥＳ （１０－３） 確認メッセージ  (YES,NO) ／

「父又は母の氏名が空欄ですが、父母との続柄に間違いはありませんね？」

ＹＥＳ （１０－４） → （１１） ／

NO （１０－５） (１０－６) 本紙へ 不受理

ＮＯ （１０－７） 配偶者父母との続柄＝1０(男)である (YES,NO) ／

ＹＥＳ （１０－８） 確認メッセージ  (YES,NO)

　　　　　　「父母氏名双方に入力があります。父母との続柄が ／

　　　　　　 男又は女ですが間違いはありませんね？」

ＹＥＳ （１０－９） → （１１） ／

NO （１０－１０） (１０－１１) 本紙へ 不受理

NO （１０－１２） → （１１） ／

ＮＯ （１０－１３） → （１１） ／

(11)縁組形態区分＝１０でかつ、養女と養母は外国人である(YES,NO) ／

ＹＥＳ (12)　→　(19)へ ／

０
３

８

作　　　　業　　　　名

審査（養子縁組届） 平成　６年１２月　１日

作　　成　　者

システム化調査研究会

第　２
３

（　３　）
要件定義ワークシート

作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

平成２３年　３月　１日 14

根　拠　法　令　（マニュアル処理）

38/68

ＮＯ

ＹＥＳ

処　　　理　　　名 ３．３．１　養女審査ルーチン　（１／１）

ＹＥＳ
平成１９年３月１日

成年後見法対応で、削除した(1)～(9)を
第１１版対応で(1)～(9)の数字を再利用。
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版 頁

(84)養子は婚姻している(YES,NO) ／

(85)　→ (86)3.3養子審査へ

(87)養子は未成年である(YES,NO) ／

ＹＥＳ (88)確認メッセージ(YES,NO) (89)本紙へ 昭和23.2.20民事甲第87号回答

「養子は婚姻したことがありませんね。」を表示

ＹＥＳ (90)確認メッセージ(YES,NO) 民第798条

「家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。」を表示

ＹＥＳ (91)　→ (92)3.3養子審査へ

ＮＯ (93)確認メッセージ(YES,NO) (94)本紙へ

「養子は養父の直系卑属ですか。」を表示

ＹＥＳ (95)　→ (96)3.3養子審査へ

ＮＯ (97)　→ (98)本紙へ 不受理

ＮＯ (99)　→ (100)3.3養子審査へ

ＮＯ

(101)確認メッセージ(YES,NO) (102)本紙へ 民第796条

「養父の配偶者の同意書がありますか？又は養父の配偶者が縁組の代諾者ですか？」を表示

(103)　→ (104)3.3養子審査へ

(105)確認メッセージ(YES,NO) (106)本紙へ

「養父の配偶者が同意できない正当な理由の記載がありますか。」を表示

ＹＥＳ (107)　→ (108)3.3養子審査へ

ＮＯ (109)　→ (110)本紙へ 不受理

(111)縁組形態区分＝２，８，１１，１２である(YES,NO) ／

(112)　→　(114)へ ／

(113)　→　(203)へ ／

(114)養母は日本人である(YES,NO) ／

(115)養母は婚姻している(YES,NO) ／

ＹＥＳ (116)養子は婚姻している(YES,NO) ／

ＹＥＳ (117)　→　(193)へ ／

ＮＯ (118)養子は未成年である(YES,NO) ／

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

０
４

２

14 42/68
（　３　）

処　　　理　　　名 ３．４　養子養親判定ルーチン　（４／８） 根　拠　法　令　（マニュアル処理）

平成２３年　３月　１日システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日

作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付第　２
要件定義ワークシート

作　　　　業　　　　名

３
審査（養子縁組届）

30
45

4
57







版 頁

(177)　→ (178)3.3養子審査へ

(179)養子は未成年である(YES,NO) ／

ＹＥＳ (180)確認メッセージ(YES,NO) (181)本紙へ 昭和23.2.20民事甲第87号回答

「養子は婚姻したことがありませんね。」を表示

ＹＥＳ (182)確認メッセージ(YES,NO) 民第798条

「家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。」を表示

ＹＥＳ (183)　→ (184)3.3養子審査へ

ＮＯ (185)確認メッセージ(YES,NO) (186)本紙へ

「養子は養母の直系卑属ですか。」を表示

ＹＥＳ (187)　→ ／ (188)3.3養子審査へ

ＮＯ (189)　→ (190)本紙へ 不受理

ＮＯ (191)　→ (192)3.3養子審査へ

ＮＯ

(193)確認メッセージ(YES,NO) (194)本紙へ 民第796条

「養母の配偶者の同意書がありますか？又は養母の配偶者が縁組の代諾者ですか？」

(195)　→ (196)3.3養子審査へ

(197)確認メッセージ(YES,NO) (198)本紙へ

「養母の配偶者が同意できない正当な理由の記載がありますか。」を表示

ＹＥＳ (199)　→ (200)3.3養子審査へ

ＮＯ (201)　→ (202)本紙へ 不受理

(203)縁組形態区分＝３である(YES,NO) ／

(204)養子は婚姻している(YES,NO) ／

ＹＥＳ (205)　→ (206)3.3養子審査へ

ＮＯ (207)養子は成年者である(YES,NO) ／

ＹＥＳ (208)　→ (209)3.3養子審査へ

ＮＯ (210)確認メッセージ(YES,NO) (211)本紙へ 昭和23.2.20民事甲第87号回答

「養子は婚姻したことがありませんね。」を表示

ＹＥＳ (212)確認メッセージ(YES,NO) 民第798条

「家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。」を表示

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

０
４

５

45/68
（　３　）

処　　　理　　　名 ３．４　養子養親判定ルーチン　（７／８） 根　拠　法　令　（マニュアル処理）

平成２３年　３月　１日システム化調査研究会

作　　　　業　　　　名

３
審査（養子縁組届）

第　２
要件定義ワークシート

14

作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

平成　６年１２月　１日
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45
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版 頁

直系卑属ですか。」を表示

(85)　→ (86)3.3.1養女審査へ

(87)　→ (88)本紙へ 不受理

ＮＯ (89)　→　(90)へ ／

(90)養女は婚姻している(YES,NO) ／

(91)　→ (92)3.3.1養女審査へ

(93)養女は未成年である(YES,NO) ／

ＹＥＳ (94)確認メッセージ(YES,NO) (95)本紙へ 昭和23.2.20民事甲第87号回答

「養女は婚姻したことがありませんね。」を表示

ＹＥＳ (96)確認メッセージ(YES,NO) 民第798条

「家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。」を表示

ＹＥＳ (97)　→ (98)3.3.1養女審査へ

ＮＯ (99)確認メッセージ(YES,NO) (100)本紙へ

「養女は養父の直系卑属ですか。」を表示

ＹＥＳ (101)　→ (102)3.3.1養女審査へ

ＮＯ (103)　→ (104)本紙へ 不受理

ＮＯ (105)　→ (106)3.3.1養女審査へ

ＮＯ

(107)確認メッセージ(YES,NO) (108)本紙へ 民第796条

「養父の配偶者の同意書がありますか？又は養父の配偶者が縁組の代諾者ですか？」を表示

(109)　→ (110)3.3.1養女審査へ

(111)確認メッセージ(YES,NO) (112)本紙へ

「養父の配偶者が同意できない正当な理由の記載がありますか。」を表示

ＹＥＳ (113)　→ (114)3.3.1養女審査へ

ＮＯ (115)　→ (116)本紙へ 不受理

(117)縁組形態区分＝５，８，９，１４である(YES,NO) ／

(118)　→　(120)へ ／

(119)　→　(207)へ

(120)養母は日本人である(YES,NO) ／

０
５

０

ＹＥＳ

ＮＯ

50/68

処　　　理　　　名 ３．４．１　養女養親判定ルーチン　（４／８） 根　拠　法　令　（マニュアル処理）

要件定義ワークシート
作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付 改　　訂　　日　付

ＮＯ

システム化調査研究会 平成２３年　３月　１日審査（養子縁組届） 平成　６年１２月　１日 14

ＹＥＳ

第　２

ＹＥＳ

ＮＯ

ＮＯ

ＹＥＳ

（　３　）
３

30
46
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版 頁

ＮＯ (179)　→　(180)へ ／

(180)養女は婚姻している(YES,NO) ／

(181)　→ (182)3.3.1養女審査へ

(183)養女は未成年である(YES,NO) ／

ＹＥＳ (184)確認メッセージ(YES,NO) (185)本紙へ 昭和23.2.20民事甲第87号回答

「養女は婚姻したことがありませんね。」を表示

ＹＥＳ (186)確認メッセージ(YES,NO) 民第798条

「家庭裁判所の許可書の謄本がありますか。」を表示

ＹＥＳ (187)　→ (183)3.3.1養女審査へ

ＮＯ (189)確認メッセージ(YES,NO) (190)本紙へ

「養女は養母の直系卑属ですか。」を表示

ＹＥＳ (191)　→ (192)3.3.1養女審査へ

ＮＯ (193)　→ (194)本紙へ 不受理

ＮＯ (195)　→ (196)3.3.1養女審査へ

ＮＯ

(197)確認メッセージ(YES,NO) (198)本紙へ 民第796条

「養母の配偶者の同意書がありますか？又は養母の配偶者が縁組の代諾者ですか？」

(199)　→ (200)3.3.1養女審査へ

(201)確認メッセージ(YES,NO) (202)本紙へ

「養母の配偶者が同意できない正当な理由の記載がありますか。」を表示

ＹＥＳ (203)　→ (204)3.3.1養女審査へ

ＮＯ (205)　→ (206)本紙へ 不受理

(207)縁組形態区分＝６である(YES,NO) ／

(208)養女は婚姻している(YES,NO) ／

ＹＥＳ (209)　→ (210)3.3.1養女審査へ

ＮＯ (211)養女は成年者である(YES,NO) ／

ＹＥＳ (212)　→ (213)3.3.1養女審査へ

ＮＯ (214)確認メッセージ(YES,NO) (215)本紙へ 昭和23.2.20民事甲第87号回答

「養女は婚姻したことがありませんね。」を表示

０
５

３

改　　訂　　日　付

要件定義ワークシート
作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付

53/6814

第　２

（　３　）
３

審査（養子縁組届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日 平成２３年　３月　１日

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

ＮＯ

３．４．１　養女養親判定ルーチン　（７／８） 根　拠　法　令　（マニュアル処理）

ＹＥＳ

処　　　理　　　名 30
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ＹＥＳ (62)身分事項：養子（入籍）の編集をする。 ［5.1］ ／

Ｎ　Ｏ (63) → (64)へ

Ｎ　Ｏ

Ｎ　Ｏ

(64)単独縁組でかつ筆頭者である養子（女）には配偶者がいる（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ (65)配偶者の変動状況をもとに、中間ファイル（仮戸籍）を編集・出力する ／

(66)養子（女）の配偶者は本籍人である（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ (66-1)養子（女）の配偶者は在外選挙人である（ＹＥＳ，ＮＯ） ／ ※サンプル提示

ＹＥＳ (66-2)養子（女）の配偶者について中間ファイル（30条12第1項) 　附票情報との連動により在外選挙人関連の

　を編集・出力する ［9.5］ 　対応が戸籍システムで可能な場合の処理

(66-3) → (67)へ ／ 　(66-1)(66-2)(66-3)(66-4)

Ｎ　Ｏ (66-4) → (67)へ ／

(67)戸籍変動区分＝４(養子の戸籍に変動がない)である（（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ (67-1) → (68)へ ／

Ｎ　Ｏ (67-2)身分事項：配偶者（除籍）の編集をする。 ［6.2］ ／

(68)新戸籍の編製場所は管内である（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ (69)身分事項：配偶者（入籍）の編集をする。 ［6.1］ ／

Ｎ　Ｏ (70) → (77)へ ／

Ｎ　Ｏ (71)養子（女）の配偶者は日本人である（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ (72)新戸籍の編製場所は管内である（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ (73)身分事項：配偶者（入籍）の編集をする。 ［6.1］ ／

Ｎ　Ｏ (74) → (77)へ ／

Ｎ　Ｏ (75) → (77)へ ／

Ｎ　Ｏ (76) → (77)へ ／

(77)在外送付区分＝０又は２である（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ (78) ／

(79)養父に入力があり、かつ養父の外国人区分＝０：日本人である（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ (80)養父の編集 ［7.1］ ／

Ｎ　Ｏ (81) → (82)へ ／

(82)養母に入力があり、かつ養母の外国人区分＝０：日本人である（ＹＥＳ，ＮＯ） ／

ＹＥＳ (83)養母の編集 ／

Ｎ　Ｏ (84) → (85)へ ／

０
７

3

要件定義ワークシート
作　　　　業　　　　名 作　　成　　者 作　　成　　日　　付

処　　　理　　　名 ０．０　本紙     ４／４ 備　　　　　　　　考

／

／

14 5/55

第　２
３

（　３　）

改　　訂　　日　付

入力確認（養子縁組届） システム化調査研究会 平成　６年１２月　１日 平成２３年　３月　１日

30
48
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